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【はじめに】 

近年、ワイヤレス給電技術に注目が集まっ

ている。小型の機器に対しては電磁誘導や磁

界共振方式を用いた製品がすでに市場に投

入されており、大型のシステムにおいても実

証実験が進められている。上記の手法以外に

は、レーザーなどの発光素子と太陽電池など

の受光素子を用いた無線給電法が存在する。

この手法には、遠距離の電力伝送が容易であ

ることや電磁ノイズを生じないといった利

点がある。受光素子の高効率化にはワイドギ

ャップ材料の使用が有効である。そこで、ワ

イドギャップ太陽電池材料である CsPbBr3 

[1,2]の可能性を検討するため、CsPbBr3受光素

子のデバイスシミュレーションを行った。 

 

【シミュレーションモデルの構築】 

 シミュレーションモデルを構築するに当

たり、CsPbBr3の光吸収係数測定を行った。

真空蒸着法により PbBr2を製膜した後、60℃

に加熱した CsBr-メタノール溶液に製膜後の

基板を浸漬することにより、CsPbBr3膜を作

製した。膜の透過率および反射率を UV-VIS

により測定し、吸収係数を算出した。シミュ

レーションに用いた受光器の基本構造は、

TiO2/CsPbBr3//Spiro-OMeTADであり、CsPbBr3

の欠陥密度が十分に小さく、各界面に欠陥の

ない理想的な場合を検討した。 

 

【シミュレーション結果】 

 CsPbBr3薄膜の光学特性評価の結果、光吸

収係数はバンドギャップ（2.38 eV）付近で

104 cm-1台まで急激に立ち上がることが明ら

かとなった。シミュレーションの結果、Fig.1

に示すように、波長 520 nmの単色光を用い

た際に変換効率が最大の 82.8％となること

が明らかになった。 
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Fig.1: Conversion Efficiency of the CsPbBr3  

photo detector 
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